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ニュースはＷｅｂで
発信しています。
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トピックス：

昨年11⽉頭頃、Gmail や yahoo mail へメールが届かなくなるかもしれないというニュースが⾶び交っていたことをご記憶の
MAFFIN ユーザの⽅も多いかもしれません。実はYahooについては⽶国 yahoo.com が対象のため、@yahoo.co.jp の
メールについては当⾯影響ないのですが、迷惑メールへの対応という⽂脈でこれらのニュースが報道されていました。
では引き続きメールが届くようにするにはどうすればよいのか。その答えが DMARCへの対応です。

MAFFINメールの信頼性向上について
DMARC に対応しました︕

DMARC って何︖（迷惑メール対策に役⽴つ技術です）
DMARC は「⾃分のメールサーバから発信されたメールであることを保証する」技術です。
迷惑メールの多くは電⼦メールの仕組みを悪⽤して、発信元を偽って送っています。MAFFIN ユーザの皆様も、差出⼈が⾃

分のメールアドレスや、内容と全く関係ない組織になっている迷惑メールを受け取って困惑した事があるのではないでしょうか。
受信側は、 DMARCを利⽤することにより、発信元偽装メールへの警戒度を上げるなど、迷惑メール対策の幅が広がります。

DMARC も万能ではない（引き続き利⽤者レベルでの迷惑メール対策の継続は必須です）
とは⾔え DMARC は所詮⼀つの技術にすぎません。例えば、綴りのよく似たドメイン (ドッペルゲンガードメイン) からDMARC

に対応したメールを送ることは技術的に可能です。
引き続き利⽤者の皆様には、迷惑メール対策の基本である「安易にURLや添付ファイルをクリックしない」、「 OSやソフトを最

新の状態に保つ」、「セキュリティ対策ソフトを利⽤する」を適切に実施していただくとともに、「万が⼀、障害・事故が疑われる場
合は、所属組織のルールに則りセキュリティ部署へ連絡する」といった基本的な対応を疎かにしないよう、お願いいたします。

本マニュアルは、SCS に Python の仮想環境を構築したうえでスーパーコンピュータの計算資源
を利⽤し、⼤規模な購買履歴データから顧客の購買⾏動を分析する内容となっています。
初⼼者の⽅でもマニュアルに従って簡単に分析を⾏うことができるため、実際の市場調査に活⽤
することが可能です。ぜひお試しください。

科学技術計算システム(SCS)を利⽤してみませんか︖
購買データを利⽤したマーケティング分析を実践するマニュアルを公開しています。

AFFRIT Portal ＞ 科学技術計算システム マニュアル ＞
SCSに触れてみようマニュアル(マーケティング分析編).pdf
https://itcweb.cc.affrc.go.jp/affrit/inside/scs2021/manual

公式QRコードでア
クセスした先で、
悪意広告から不正
サイトに誘導され
た事案がニュース
になっています。
QRコードや短縮
URLの利⽤や提供
をする際は、内容
に問題がないか確
認するようにしま
しょう。※DMARC（ディーマーク、Domain-based Message Authentication Reporting and Conformance）
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